


 「文化複合施設」建設工事の安全祈願祭が１月30日、現地（東町）で
行われ、市、市議会と設計事務所、建設会社などから関係者約120人が
出席し、無事の完成を願いました。着工までの経緯と合わせ、この施
設の概要をお知らせします。検討を重ね、意見の集約を図った協議会

未来へ羽ばたく文化創造ステーション

 

Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
・
由
利
組
合

総
合
病
院
の
新
築
移
転
が
発
表
さ

れ
て
以
降
、
地
域
の
要
望
を
踏
ま

え
、
よ
り
有
効
な
跡
地
の
活
用
を

図
る
た
め
、
平
成
五
年
度
か
ら
調

査
や
検
討
会
を
段
階
的
に
進
め
、

慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 

こ
の
間
、
平
成
六
年
十
一
月
に

は
病
院
が
移
転
し
、
そ
の
跡
地
を

市
土
地
開
発
公
社
が
三
回
に
わ
た

り
厚
生
連
、
広
域
圏
か
ら
面
積
約

一
万
千
八
百
平
方
メ
ー

ト
ル

を
総
額
五
億

五
千
三
百
万
円
余
り
で
取
得
。

 

平
成
十
五
年
三
月
に
病
院
跡
地

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

都
市
再
生
推
進
期
成
会
か
ら
病
院

跡
地
地
区
整
備
基
本
構
想
計
画
の

提
言
を
受
け
、
「
都
市
再
生
整
備

計
画
」
の
策
定
に
か
か
る
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る

事
業
化
を
目
指
し
て
諸
準
備
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

 

新
市
と
な
っ
た
十
七
年
十
二
月

に
は
市
内
に
お
住
ま
い
の
一
千
人

に
対
し
、
都
市
機
能
の
確
保
と
豊

か
な
街
並
み
形
成
を
図
り
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
の

跡
地
利
用
と
道
路
整
備
に
つ
い
て

の
意
向
を
把
握
す
る
目
的
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
回
答
の
あ
っ
た
方
の
六
割

の
皆
さ
ん
か
ら
「
効
果
に
期
待
で

き
る
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、
翌

年
三
月
に
は
事
業
の
認
可
を
受
け
、

実
施
に
向
け
て
踏
み
出
し
ま
し
た
。

 

文
化
複
合
施
設
の
基
本
設
計
に

つ
い
て
は
、
企
画
提
案
方
式
の
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
。
こ

の
案
を
本
荘
市
街
地
地
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
（
十
八
年
度
）

で
説
明
し
な
が
ら
、
六
回
に
わ
た

り
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

 

同
協
議
会
の
中
で
は
「
由
利
本

荘
の
象
徴
、
新
市
の
文
化
拠
点
施

設
に
し
て
ほ
し
い
」
「
文
化
会
館
、

図
書
館
な
ど
と
と
も
に
検
討
す
べ

き
」
「
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
施
設
に
」 

「
学
童
保
育
の
場
と
し
て
の
利
用

も
」
「
合
唱
や
演
奏
の
練
習
な
ど
、

防
音
設
備
の
整
っ
た
部
屋
が
ほ
し

い
」
「
小
会
議
室
を
多
く
整
備
し

た
方
が
い
い
」
「
堅
苦
し
く
な
く

利
用
で
き
る
図
書
館
に
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
多
機
能
ホ
ー

ル
へ
と
見
直
し
す
る
な
ど
、
貴
重

な
ご
意
見
を
で
き
る
限
り
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

 

平
成
十
九
年
度
に
は
市
議
会
に

基
本
設
計
の
内
容
を
説
明
し
、
富

山
県
黒
部
市
の
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

「
コ
ラ
ー
レ
」
な
ど
を
視
察
の
の
ち
、

八
月
に
市
民
説
明
会
を
開
催
。
実

施
設
計
業
務
を
委
託
し
ま
し
た
。

 

本
年
度
は
実
施
設
計
が
ま
と
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
設
計
と
同

様
に
七
月
に
議
会
説
明
会
、
八
月

に
市
民
説
明
会
を
開
催
。
十
二
月

に
市
議
会
の
議
決
を
得
て
、
こ
の

ほ
ど
建
設
工
事
に
着
手
と
な
り
ま

し
た
。

　
都
市
計
画
道
路
の
沿
線
整
備
、

由
利
橋
の
架
け
替
え
な
ど
と
並
ん
で
、

中
心
市
街
地
の
都
市
機
能
を
強
化
・

充
実
し
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
新
た
な
拠
点
、
そ

れ
が
待
望
の
着
工
を
果
た
し
た
「
文

化
複
合
施
設
」
で
す
。

安
全
祈
願
祭
で
鍬
入
れ
す
る
柳
田
市
長
（
株
日
刊
建
設
通
信
新
聞
社
提
供
）

く
わ

（　）



 

芸
術
は
人
の
心
を
和
ま
せ
、
人

と
人
を
結
び
勇
気
づ
け
、
生
き
る

力
を
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
文
化

は
人
と
し
て
生
き
る
証
で
あ
り
、

生
き
が
い
に
通
じ
る
と
さ
れ
ま
す
。

 

各
地
域
の
歴
史
や
文
化
が
人
を

育
て
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
醸
成
し
て
き
ま
し
た
。
明
る
い

地
域
を
築
き
、
時
代
を
切
り
開
い

て
い
く
の
は
人
で
す
。
こ
の
意
味

か
ら
も
、
市
の
文
化
行
政
は
五
十

年
先
、
百
年
先
を
見
据
え
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

充
実
し
た
設
備
を
誇
る
「
文
化

複
合
施
設
」
は
、
駅
前
と
い
う
立

地
特
性
を
生
か
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
皆

さ
ん
が
気
楽
に
足
を
運
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
や
芸
術
・
文
化
活
動

に
親
し
み
な
が
ら
、
喜
び
や
生
き

が
い
を
見
出
し
、
実
り
あ
る
文
化

を
創
造
し
て
い
く
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
や
創
作
意
欲
、
表
現

力
を
高
め
、
未
来
に
向
か
っ
て
大

き
く
羽
ば
た
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
期
待
も
担
っ
て
い
ま
す
。

 

工
期
が
平
成
二
十
三
年
三
月
ま

で
と
長
期
に
わ
た
り
、
通
行
止
め

な
ど
、
皆
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
文
化
複
合
施
設
は
多
機
能
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、 

ス
タ
ジ
オ
、
市
民
活
動
室
、
調
理
室
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど
、 

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
施
設
が
一
群
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る 

と
こ
ろ
が
大
き
な
特
長
で
す
。

 

地
上
三
階
・
地
下
一
階
建
て
の
施
設
の
概
要
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
会
議
室

会
議
室
　
二
階
ロ
ビ
ー
の
そ
ば

　
二
階
ロ
ビ
ー
の
そ
ば

に
は
二
つ
の
中
会
議
室
が
あ
り
、
間

に
は
二
つ
の
中
会
議
室
が
あ
り
、
間 

仕
切
り
壁
を
収
納
す
れ
ば
一
つ
の
大

仕
切
り
壁
を
収
納
す
れ
ば
一
つ
の
大 

会
議
室
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

会
議
室
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
会
議
室
　
二
階
ロ
ビ
ー
の
そ
ば

に
は
二
つ
の
中
会
議
室
が
あ
り
、
間 

仕
切
り
壁
を
収
納
す
れ
ば
一
つ
の
大 

会
議
室
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
調
理
室
　
料
理
教
室
な
ど
は
も 

ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
食
事
の
提 

供
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
　
ホ
ー
ル
と

図
書
館
の
間
の
「
わ
い
わ
い
ス
ト
リ

ー
ト
」
に
あ
り
、人
々
が
集
う
場
所
に
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
臨
時
託
児
所

な
ど
と
し
て
の
活
用
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　　　　　　　　　　　駅前の区画整理事業が
　　　　　　　　　　始まって30年。旧本荘市
　　　　　　　　　　時代、何回も協議会を開
　　　　　　　　　　きました。合併後は７地
　　　　　　　　　　域の委員の皆さんにも参
　　　　　　　　　　加していただき、「新市
　　　　　　　　　　のランドマークがほしい」
　　　　　　　　　　という意見や要望があり
　　　　　　　　　　ました。今度は中身をそ
れに見合うものにしなければなりません。完成
までの２年間で、行政・住民で運用の仕方を研
究してほしいものと願っています。

池田欽一さん（77歳・東町）

三浦牧子さん（43歳・石脇）

　
ホ
ー
ル
　
大
型
の
舞
台
を
備
え

音
楽
・
演
劇
に
特
化
し
た
文
化
会
館

機
能
の
ホ
ー
ル
で
、
収
容
人
員
は
一

千
百
人
。
一
階
観
客
席
は
可
動
式
で
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
を
設
置
。 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
オ
ペ
ラ
公
演
な
ど 

や
、
一
階
を
フ
ロ
ア
（
平
土
間
）
に 

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
で
き

ま
す
。

　
テ
ナ
ン
ト
　

  

飲
食
店
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
よ
る
商
業 

ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
地
域
・
施
設
の 

活
性
化
へ
の
一
翼
を
担
い
ま
す

　
図
書
館
　       

一
般
図
書
、
新
刊
、

児
童
図
書
な
ど
二
十
二
万
冊
を
収
蔵
。

お
話
し
室
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
整
備
し
ま

す
。

　
市
民
活
動
室
　
ホ
ー
ル
の
舞
台

と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
が
あ
り
、
リ
ハ
ー 

サ
ル
な
ど
に
最
適
で
す
。
ダ
ン
ス
や 

健
康
づ
く
り
活
動
に
も
活
用
で
き
ま 

す
。

　
わ
い
わ
い
ス
ト
リ
ー
ト
　
各
施

設
を
つ
な
ぐ
動
線
。
冬
は
歩
行
者
専

用
通
路
・
休
憩
所
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
芸
術
活
動
、
芸

術
鑑
賞
の
場
と
な
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

展
示
会
や
発
表
会
な
ど
に
対
応
。
間

仕
切
り
を
利
用
し
、
会
議
室
と
し
て

の
利
用
も
で
き
ま
す
。

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
二
階
は
和
室
と
茶

室
、
ロ
ビ
ー
と
な
り
ま
す
。

 まちづくり推進協議会
では「さまざまに利用で
き、イベントなどで他市
町から集客できる施設
を」と話しました。にぎ
わいの創出効果も期待さ
れていますので、利用の
拡大が図られるような運
営上の取り組みを望みま

す。読みたい図書の検索や調べ物などが短時間
でできるような充実した図書館が早く完成する
ことを心待ちにしています。

　
ス
タ
ジ
オ
　
防
音
設
備
の
整
っ 

た
ス
タ
ジ
オ
で
は
六
人
編
成
の
バ
ン 

ド
の
演
奏
や
Ｃ
Ｄ
収
録
が
可
能
に
。 

合
奏
や
合
唱
な
ど
の
練
習
な
ど
も
気 

兼
ね
な
く
行
え
ま
す
。

 

こ
の
二
階
は
「
自
然
科
学
学
習
室
」 

で
、
科
学
や
物
理
の
ミ
ニ
実
験
が
で 

き
ま
す
。
最
上
階
の
三
階
に
は
プ
ラ 

ネ
タ
リ
ウ
ム
機
能
や
視
聴
覚
設
備
が 

あ
り
、
映
像
を
生
か
し
た
学
習
・
発 

表
な
ど
の
活
動
が
で
き
ま
す
。

　
教
室
、
学
習
室
、
郷
土
資
料
室

　
教
室
、
学
習
室
、
郷
土
資
料
室

 

図
書
館
二
階
に
あ
る
回
廊
が
二
つ

図
書
館
二
階
に
あ
る
回
廊
が
二
つ 

の
教
室
や
学
習
室
、
郷
土
資
料
室
と

の
教
室
や
学
習
室
、
郷
土
資
料
室
と 

つ
な
が
り
ま
す
。
創
作
活
動
や
個
人

つ
な
が
り
ま
す
。
創
作
活
動
や
個
人 

学
習
な
ど
、
多
様
な
学
習
環
境
に
対

学
習
な
ど
、
多
様
な
学
習
環
境
に
対 

応
し
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

応
し
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
駐
車
場
は
ホ
ー
ル
側
と
道
を
挟
ん 

で
図
書
館
側
に
あ
り
、
屋
外
で
の
イ 

ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
の
活
用
も
視
野 

に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ケ
ッ 

ト
パ
ー
ク
（
小
公
園
）
が
二
カ
所
に 

あ
り
、
訪
れ
る
人
の
憩
い
の
オ
ア
シ 

ス
と
な
り
ま
す
。

　
教
室
、
学
習
室
、
郷
土
資
料
室

 

図
書
館
二
階
に
あ
る
回
廊
が
二
つ 

の
教
室
や
学
習
室
、
郷
土
資
料
室
と 

つ
な
が
り
ま
す
。
創
作
活
動
や
個
人 

学
習
な
ど
、
多
様
な
学
習
環
境
に
対 

応
し
た
利
用
が
で
き
ま
す
。



　
各
地
域
で
「
水
」
に
か
か
わ
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
立
場
の
異
な

る
人
た
ち
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、教
育
機
関
、

企
業
、行
政
）
が
交
流
を
深
め
、地

域
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ
、

北
東
北
「
川
・
水
環
境
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
一
月
三
十
一
日
、
二

月
一
日
の
両
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
十

四
団
体
・
一
個
人
、
約
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　「
由
利
小
学
校
は
か
せ
ク
ラ
ブ
」

（
６
年
生
４
人
）
は
、
「
川
底
の

見
え
る
子
吉
川
」
を
守
り
続
け
て

い
き
た
い
と
発
表
。
見
事
子
ど
も

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し

た
。
一
般
部
門
で
は
「
西
滝
沢
子

ど
も
水
辺
協
議
会
」
と
「
本
荘
由

利
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
・
秋
田
県
立
大

学
カ
ヌ
ー
部
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
、
三
団
体
が
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
全
県
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
が
集
い
、
第
十
一
回
秋
田
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
大
会
ス
キ

ー
交
流
会
（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）
が

一
月
二
十
五
日
、
鳥
海
高
原
矢
島

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
は
、
各
学
年
男
女
別

十
四
の
ク
ラ
ス
に
総
勢
二
百
二
十

四
人
の
選
手
が
参
加
。
大
回
転
競

技
で
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
時
折
激
し
い
雪
が
ふ
ぶ
く
こ

の
日
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
五
度
。

コ
ー
ス
か
ら
少
し
で
も
外
れ
る
と

新
雪
に
足
を
と
ら
れ
る
厳
し
い
レ

ー
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
空
気
抵

抗
を
少
な
く
す
る
レ
ー
シ
ン
グ
ス

ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
選
手
た
ち

は
「
子
ど
も
は
風
の
子
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
に
鋭
い
タ
ー
ン
で
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
二
十
二
回
岩
城
綱
引
き
大
会
が
二
月
一
日
、

岩
城
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
各
町
内
な
ど
か

ら
八
チ
ー
ム
、八
十
人
が
参
加
、「
よ
い
し
ょ
！

よ
い
し
ょ
！
」
と
威
勢
の
よ
い
か
け
声
で
綱
を

引
き
合
い
、町
内
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
決
勝
は
川
南
チ
ー
ム
と
道
川
チ
ー
ム
の
対
戦
。

好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
力
に
勝
る
道

川
チ
ー
ム
が
三
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
こ
の

季
節
。
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
会
場

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
由
利
高
原
鉄
道
新
春
応
援
感
謝

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
二
月
一
日
、
矢
島

地
域
の
日
新
館
で
開
催
さ
れ
、
沿
線

住
民
や
市
・
県
の
関
係
者
な
ど
約
百

五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
由
利
高
原
鉄

道
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
の
さ
ら
な
る
応
援
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
、
「
お
ば
こ
号
」
に

関
わ
り
の
深
い
（
写
真
右
か
ら
）
三

浦
美
咲
さ
ん
（
矢
島
町
出
身
、
東
京

都
）
、
佐
藤
ま
つ
子
さ
ん
（
矢
島
町

城
内
）
、
須
田
政
博
さ
ん
（
川
西
）、

佐
藤
和
博
さ
ん
（
矢
島
町
出
身
、
秋

田
市
）
、
野
村
浩
志
さ
ん
（
読
売
旅

行
）
の
五
人
と
由
利
高
校
民
謡
部
を

応
援
大
使
と
し
て
任
命
。
大
使
と
な

っ
た
皆
さ
ん
は
「
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
由
利
高
原
鉄
道
を
黒
字

化
す
る
第
一
歩
！
」
と
題
し
、
応
援

大
使
と
な
っ
た
野
村
さ
ん
に
よ
る
講

演
も
行
わ
れ
、昨
年
の
「
七
夕
列
車
」

を
企
画
し
た
野
村
さ
ん
の
本
音
ト
ー

ク
に
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ

う
と
、
出
席
者
は
ペ
ン
を
走
ら
せ
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
講
演
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

▼「本荘・由利カヌークラブ・秋田県立大学カヌー部」
　（グランプリ受賞）の発表

グランプリを受賞し
た「由利小学校は
かせクラブ」（上）
と「西滝沢子ども
水辺協議会」

　秋田由利エコエネルギー研究会の第２
回勉強会が２月１日、西目公民館シーガ
ルで開催され、東京大学大学院の森田茂
紀教授が地球温暖化対策としての稲のバ
イオエタノール化について講演を行い、
続いて、にかほ市のオランの会・井上正
英会長と（株）秋田ニューバイオファー
ム・鈴木幸夫代表取締役が、それぞれ取
り組むエコ活動について事例発表。参加
者たちは真剣に聞き入っていました。
※当日の資料が必要な方は市農業水産課まで（☎24�|6234）

森
田
教
授
の
講
演

▼

応
援
大
使
の
皆
さ
ん

▼

「よいしょ！
　よいしょ！」

吹
雪
の
中
、
鋭
い
タ
ー
ン
！

▼

　
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

十
四
日
以
内
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

  

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

  

（
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら

  

は
ず
れ
た
と
き
）

　

  

手
続
き
に
必
要
な
も
の

  

・
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

  

・
年
金
証
書

  

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

  

（
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

  

っ
た
と
き
）

  

手
続
き
に
必
要
な
も
の

  

・
健
康
保
険
証
や
資
格
取
得
証
明
書

  

・
国
保
の
保
険
証

  

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
場
合
、
健

康
保
険
の
被
保
険
者
期
間
が
二
カ
月
以
上

あ
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
二
年
間
は
、
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
保

と
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
喪
失
後
二
十
日
以
内
に
全
国
健
康
保

険
協
会
秋
田
支
部
か
本
荘
社
会
保
険
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
年
金
（
厚
生
年

金
な
ど
）
を
受
け
て
い
る
六
十
五
歳
未
満

の
人
と
そ
の
家
族（
被
扶
養
者
）は
、「
退

職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

・
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金
な
ど
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、

そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、
も
し
く

は
四
十
歳
以
降
十
年
以
上
あ
る
人

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

  

国
保
の
保
険
証
、
年
金
証
書
（
加
入
期

間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

  

期
限
を
過
ぎ
て
も
国
保
税
を
納
め
な
い

で
い
る
と
、
督
促
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
納
付
相
談
や
指
導
が
行
わ
れ
て
も
、
な

お
滞
納
が
続
く
と
有
効
期
限
の
短
い
短
期

被
保
険
者
証
が
発
行
さ
れ
納
税
相
談
を
し

な
け
れ
ば
保
険
証
の
発
行
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

  

な
お
も
納
税
相
談
を
し
て
い
た
だ
け
な

か
っ
た
り
、
特
別
な
事
情
も
な
く
国
保
税

を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険
証
を
返

還
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
資
格
証
明
書
は
、国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
だ
け
を
示
す
証
明
書
で
、保
険
証
の

よ
う
に
医
療
機
関
で
保
険
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
医
療
費
を
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

滞
納
し
て
い
る
国
保
税
を
完
納
し
た
場

合
な
ど
は
、
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

   

保
険
証
を
交
付
す
る
際
、
本
人
確
認
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
顔

写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
証
明
書
を
お

持
ち
の
方
は
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
窓
口
に

て
、
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
自

宅
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

   

◆
国
保
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　  

市
民
生
活
課
国
保
班（
☎
24
―
６
２
４
５
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
万
一
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
、
経
済
的

に
心
配
な
く
医
療
機
関
で
診
断
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
健
康
な
と
き
か

ら
お
金
（
国
民
健
康
保
険
税
）
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
な
ど
を
補
助
す
る

「
助
け
合
い
の
制
度
」
で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



　
三
月
三
日
の
「
ひ
な
祭
り
」
ま
で
あ
と
少

し
―
。 

　
資
料
館
・
美
術
館
の
合
同
企
画
展
「
由
利

本
荘
ひ
な
街
道
〜
春
を
告
げ
る
お
ひ
な
っ
こ
」

が
好
評
開
催
中
の
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」

で
は
、
三
月
一
日
か
ら
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
今
年
は
、
町
歩
き
を
し
な
が
ら
お
ひ
な
さ

ま
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
資
料
館
・
美
術
館

に
加
え
、
市
内
商
店
を
中
心
と
し
た
約
五
十

カ
所
で
お
ひ
な
さ
ま
を
展
示
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
矢
島
地
域
で
は
「
大
井
家
」
な
ど

五
施
設
を
巡
る
「
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
」
を
開

催
。
期
間
中
何
度
で
も
使
用
で
き
る
「
矢
島

共
通
ひ
な
め
ぐ
り
券
」（
三
百
円
）
や
矢
島

独
自
の
ひ
な
め
ぐ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な

ど
、
実
行
委
員
会
（
鈴
木
清
実
行
委
員
長
）

で
は
会
議
を
重
ね
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
「
ひ
な
街
道
」
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
各
地
域
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
昔

懐
か
し
い
お
ひ
な
さ
ま
に
会
い
に
「
お
ひ
な

っ
こ
め
ぐ
り
」
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」
の
各
展
示
会
場
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。（
「
町
中
ひ
な
め
ぐ

り
マ
ッ
プ
」
は
各
資
料
館
・
公
民
館
な
ど
に

置
い
て
い
ま
す
） 

昔ながらの文化を伝えるひな人形をご堪能ください（昨年の「由利本荘ひな街道」　　矢島・大井家） 

　
わ
が
家
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
お
ひ
な
さ
ま
（
享
保
雛
）
を
昨

年
初
め
て
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　
七
十
二
年
間
眠
っ
て
い
た
お
ひ

な
さ
ま
を
公
開
し
た
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
た
ち
に
お

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
ざ
わ

ざ
東
京
や
仙
台
か
ら
お
見
え
に
な

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
。

　
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
は
お
ひ
な

さ
ま
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
食
事

や
お
み
や
げ
、
宿
泊
な
ど
で
も
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ま

ち
全
体
で
企
画
し
て
「
お
ひ
な
さ

ま
の
町
に
し
よ
う
」
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
矢
島
は
城

下
町
で
す
か
ら
古
く
て
立
派
な
お

ひ
な
さ
ま
や
お
道
具
類
な
ど
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
お
ひ
な
さ
ま
好
き

の
方
に
は
た
ま
ら
な
い
の
で
は
な 

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
い
ち
ば
ん
喜
ば
れ
る
の
は
、
お

客
さ
ま
と
お
話
し
を
す
る
こ
と
で

す
ね
。
中
に
は
お
ひ
な
さ
ま
に
詳

し
い
方
も
い
ら
し
て
、
こ
ち
ら
も

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
勉
強
し

て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
が
喜
ん
で

帰
っ
て
い
か
れ
る
姿
を
見
る
と
飾

っ
た
意
義
が
あ
り
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

民
芸
さ
い
と
う 

　
　
　
　
　
　
☎
23
‐
０
０
７
５ 

本
荘
郷
土
資
料
館 

　
　
　
　
　
　
☎
24
‐
３
５
７
０ 

18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

齋
彌
酒
造
店 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
０
５
３
６ 

吉
野
屋
菓
子
舗 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
１
３
８
７ 

や
そ
べ
製
麺
所 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
４
３
２
７ 

村
井
酒
店 

　
　
　
　
　
　
☎
23
‐
１
０
７
５ 

御
菓
子
司
　
勇
助
堂 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
２
１
４
１ 

日
進
堂
菓
子 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
２
４
５
４ 

江
幡
呉
服
店 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
０
０
８
２ 

ド
リ
ー
ム
テ
テ 

　
　
　
　
　
　
☎
74
‐
６
０
６
２ 

リ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
　
ま
る
だ
い 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
３
２
１
５ 

サ
サ
ゲ
茶
店 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
３
３
４
６ 

（
有
）
津
野
商
店 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
０
１
７
３ 

洋
装
店
　
あ
り
さ
か 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
５
０
６
４ 

大
判
焼
　
斎
惣
商
店 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
０
７
１
９ 

京
呉
服
　
べ
に
屋 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
０
０
２
２ 

ま
る
い
ち 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
４
２
７
４ 

ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス 

　
　
　
　
　
　
☎
24
‐
５
１
１
５ 

ラ
ウ
ン
ジ
　
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ 

　
　
　
　
　
　
☎
22
‐
８
８
８
４ 

５ ４ ３ ２ １ 21 20 19

わ
ら
べ
唄 

　
　
　
　
　
　
☎
24
‐
４
８
６
８ 

焙
煎
珈
琲
豆
専
門
店
　
彩
豆 

　
　
　
　
　
　
☎
23
‐
９
５
３
３ 

大
井
家
住
宅 

　
　
　
　
　
　
　
　
※
個
人
住
宅 

天
寿
酒
造 

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
３
１
６
５ 

出
羽
の
冨
士
酒
造 

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
３
０
１
０ 

鳥
海
山
麓
地
区
総
合
案
内
所 

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
３
０
０
３ 

歴
史
交
流
館
　
道
益
苑 

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
９
９
７ 

1819 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ 

は
ー
と
ぽ
ー
と
大
内
　
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ 

　
　
　
　
　
　
☎
62
‐
１
１
２
６ 

３ ２ １ 

出
羽
伝
承
館 

　
　
　
　
　
　
☎
62
‐
０
５
０
５ 

大
内
歴
史
民
俗
資
料
館  

　
　
　
　
　
　
☎
65
‐
２
２
１
０ 

矢
島
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
２
０
３ 

土
田
家
住
宅 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
３
６
４ 

矢
島
駅 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
０
３
６ 

ゆ
み
こ
理
容
室 

　
　
　
　
　
　
　
　
※
個
人
住
宅 

河
内
時
計
店  

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
４
１
０ 

岸
田
家
具
店 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
３
５
６ 

サ
サ
ヤ
デ
ン
キ 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
１
６
１ 

多
賀
部
食
堂 

　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
５
６
３ 

錦
旅
館 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
４
５
２ 

ハ
ト
薬
局 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
１
４
０ 

ま
る
き
ん 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
２
４
８ 

ま
る
さ 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
１
７
４ 

三
舩
旅
館 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
０
３
２ 

山
口
洋
服
店 

　
　
　
　
　
　
☎
56
‐
２
６
９
５ 

５ ６ ４ ３ ２ １ 

道
の
駅
「
岩
城
」 

　
　
　
　
　
　 

☎
73
‐
３
７
８
９ 

史
跡
保
存
伝
承
の
里
　
天
鷺
村 

　
　
　
　
　
　
☎
74
‐
２
５
２
５ 

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館 

　
　
　
　
　
　
☎
74
‐
２
５
０
０ 

天
鷺
ワ
イ
ン
城 

　
　
　
　
　
　
☎
74
‐
２
１
０
０ 

高
城
堂 

　
　
　
　
　
　
☎
72
‐
２
６
１
５ 

夢
限
（
む
げ
ん
） 

　
　
　
　
　
　
☎
73
‐
３
９
３
３ 

矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
実
行
委
員
会 

　
　
大
井
セ
ツ
子
さ
ん 

　
　
　
　
　
　（
大
井
家
住
宅
） 

矢島共通ひなめぐり券やパンフレットなどについて 
話し合った矢島ひなめぐり実行委員会展示・おもて 
なし部会（２月３日、鳥海山麓地区総合案内所） 

び
な 

３
月
１
日

３
月
１
日（
日
）〜
22
日（
日
） 

３
月
１
日（
日
）〜
22
日（
日
） 



　景気後退による住民の不安に対処するため、定額
給付金を給付することによって、住民への生活支援
を行うことが目的です。あわせて、住民に広く給付
することで地域の経済対策に資するものです。
○基準日　平成21年２月１日
○給付対象者　基準日において本市の住民基本台帳
　に記録されている人、外国人登録原票に登録され
　ている人
○申請・受給者　住民基本台帳に記録されている人
　については、その人の属する世帯の世帯主、外国人
　登録原票に登録されている人については、その人
○給付額　給付対象者１人につき12,000円
 だたし、基準日において65歳以上の人と18歳以下
　の人については20,000円

問い合わせ先　市企画調整課 定額給付金交付室
　（☎24－6270：※２月に新設しました）

 子育て家庭に対する生活安心の確保を図ることを
目的に、平成20年度の国の緊急措置として、幼児教
育期（小学校就学前３年間）の第二子以降の子に対
し支給されるものです。
○基準日　平成21年２月１日
○支給対象者　基準日において「支給対象となる子」
　の属する世帯の世帯主であって、本市の住民基本
　台帳、外国人登録原票に登録されている人
○支給対象となる子　世帯に属する３歳以上18歳以
　下の子（平成２年４月２日から17年４月１日生ま
　れ）が２人以上おり、そのうち第２子以降である
　就学前３学年の子（平成14年４月２日から17年４
　月１日生まれ）であって、本市の住民基本台帳、
　外国人登録原票に登録されている子
○支給額　支給対象となる子１人につき36,000円

問い合わせ先　市子育て支援課（☎24－6319）

※定額給付金、子育て応援特別手当については、今後申請手続きを含め具体的な申請方法や
 給付方法、給付開始日などが決まり次第、広報などでお知らせします。

◆ご自宅や職場などに市や公的機関の職員などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
　迷わず、下記の問い合わせ先や由利本荘警察署（☎23－4111）にご連絡ください。

　テレビや新聞などの報道のとおり、国の平成20年度２次補正予算が可決され、国会では定額給
付金と子育て応援特別手当の財源確保に係る関連法案を審議中です。
　本市では、定額給付金・子育て応援特別手当における、給付・支給の作業について準備中であ
り、市民の皆さんに対する申請手続きや照会などは現時点では一切行っておりません。
　下記の事項を参考に、定額給付金・子育て応援特別手当を装った「振り込め詐欺」などには十
分ご注意ください。

①申請手続きが始まるまでは、市が、市民の皆さんの世帯構成や銀行
　口座などの個人情報を照会することは絶対にありません！
②市がＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願
　いすることは、絶対にありません！
③ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは
　絶対にできません！
④市が「定額給付金の給付」、「子育て応援特別手当の支給」のため
　に、手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません！

職　　種 種別 雇用期間
主な
勤務内容

募集
人員

施設名・
勤務地

勤務時間
など

応募資格
（年齢不問）

受付場所・
問い合わせ先

市税などの
徴収、納付
相談

レセプトの
点検、整理

施設の
管理運営

幼稚園の送
迎バス運転

保育業務

幼稚園の
保育業務

校内外の環境
整備、外勤

校内用務
（印刷、接客
などの雑務）

学校での
給食調理

データ入力
などの事務
補助

通常学級に在席
する障害を持つ
児童生徒の学習
・生活支援

ごみ処理設備
機器運転など

子供の国施
設管理、祓
川山荘管理

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

臨時

臨時

臨時

臨時

臨時

臨時

嘱託

臨時

１人

２人

２人

１人

１人

収納課納税相談員

レセプト点検員

施設管理人

運　転　手

保　育　士

幼稚園教諭

清掃センター
作　業　員

学校校務員

学校給食
調理員

学校生活
サポート

事務補助員

週４日勤務
（30時間）

市民生活課

西目幼稚園

１人 亀田保育園

２人 ゆり保育園

３人

２人

２人

２人

西目保育園

西目幼稚園

本荘地域

本荘地域

本荘地域

市　内
小中学校

西　目
教育学習課

１人

１人

１人

７人

７人

矢島地域
３人 大内地域

本荘清掃
センター

週５日勤務
（40時間）、
３交代制

週５日勤務
（40時間）

週５日勤務
（30時間）、
年間185日

週５日勤務
（29時間）

週５日勤務
（30時間）

週30時間勤務
（交代制）

６日出勤、
２日休日、
宿日直あり

週５日、
午前と午後の
２回勤務
（25時間）

週５日勤務
（40時間）

週５日勤務
（40時間）

職員課
（☎24－6216）

西目教育学習課
（☎33－4611）

西目教育学習課
（☎33－4611）

西目教育学習課
（☎33－4611）

本荘清掃センター
（☎22－4885）

教育総務課
（☎24－6280）

学校教育課
（☎24－6283）

岩城総合支所振興課
（☎73－2011）
由利総合支所振興課
（☎53－2112）
西目総合支所振興課
（☎33－4610）

矢島総合支所
産業課

（☎55－4953）

自動車
運転免許

大型自動車
運転免許

保育士の
有資格者

幼稚園教諭
の有資格者

フォークリフ
ト運転技能講
習修了者

実務経験者
または点検
業務精通者

自動車運転
免許、鳥海
山矢島口を
頂上まで登
山できる人

ぱいんすぱ
新山（温泉
休養施設）

花　立
牧場公園

４月１日から
１年間
（更新可）

４月１日から
１年間
（更新可）

臨時
①７人
②11人

定額給付金
交　　付
事務補助員

市役所定額
給付金交付
室または各
総合支所　

週５日勤務
（40時間）

４月１日から
６カ月間
（更新可）

４月１日から
１年間
（更新可）

３月16日～31日
（９月30日
まで更新可）

①３月９日から
　５月29日まで
②４月１日から
　５月29日まで

※定額給付金交付
　事務補助員の受
　付期間は2月18
　日（水）まで

４月１日から
６カ月間

●受付期間　2月27日（金）まで（定額給付金交付事務補助員は2月18日（水）まで）の午前８時30分～午後５時15分（土・日を除く）
●応募方法　ハローワーク本荘で発行する紹介状と市専用の履歴書を提出してください
●選考方法　面接試験による選考（期日など詳細は募集要項に記載します）
※上記職種に重複しての応募はできません

◆基調講演「（仮）地域活性化と人材育成」                                          
　国際教養大学　熊谷嘉隆教授
◆意見交換会                                               
　パネラー　東由利グリーンツーリズム研究会 金子拓雄会長、
　　　　　　(株)秋田ニューバイオファーム 鈴木幸夫代表取締役、市観光協会 佐藤公理事
　コーディネーター　熊谷教授　　アドバイザー　柳田市長　　　　◆問い合わせ先　農業水産課　☎24－6234

～ 観光・体験交流による農山村の活性化を探る ～

共
通
事
項



　
就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
が
対
象
で

す
。

▽
対
象
　
新
山
・
鶴
舞
・
尾
崎
・
子

　
吉
・
小
友
・
石
沢
小
学
校
の
児
童

　（
主
に
低
学
年
生
）

▽
実
施
日
　
平
日
の
授
業
終
了
後
、

　
土
曜
日
、
夏
冬
春
の
休
業
期
間

▽
利
用
料
　
学
校
の
授
業
日
200
円
、

　
　
　
　
　
学
校
の
休
業
日
500
円

▽
申
し
込
み
　
保
育
園
在
園
児
…
各

　
園
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

　
上
、
各
園
に
提
出
／
幼
稚
園
在
園

　
児
…
各
園
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記

　
入
の
上
、
指
定
の
ク
ラ
ブ
か
市
子

　
育
て
支
援
課
に
提
出
／
在
宅
児
…

　
市
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込
用

　
紙
に
記
入
の
上
、
指
定
の
ク
ラ
ブ

　
か
市
子
育
て
支
援
課
に
提
出
／
小

　
学
生
…
新
規
・
継
続
と
も
、
指
定

　
の
ク
ラ
ブ
に
提
出

▽
締
め
切
り
　
２
月
27
日（
金
）

▽
説
明
会
　
３
月
７
日（
土
）午
後
１

　
時
30
分
か
ら
各
ク
ラ
ブ
で

▽
受
け
入
れ
対
象
・
問
い
合
わ
せ
先

　
石
脇
学
童
ク
ラ
ブ
／
新
山
小
児
童

　
対
象
（
石
脇
北
保
育
園
隣
り
☎
24

　
―
１
３
４
５
※
午
後
の
み
）
、
つ

　
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ
／
鶴
舞
小
児

　
童
対
象
（
鶴
舞
小
学
校
内
☎
28
―

　
５
６
２
５
※
午
後
の
み
）
、
尾
崎

　
児
童
ク
ラ
ブ
／
尾
崎
小
児
童
対
象

　
（
尾
崎
小
裏
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内

　
☎
28
―
５
５
７
０
※
午
後
の
み
）、

　
子
吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
子
吉

　
小
児
童
対
象
（
子
吉
小
学
校
内
☎

　
23
―
０
１
９
１
※
午
後
の
み
）
、

　
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
／
小
友
小
児
童

　
対
象
（
小
友
小
学
校
内
☎
22
―
３

　
５
３
２
）
、
石
沢
学
童
ク
ラ
ブ
／

　
石
沢
小
児
童
対
象
（
石
沢
保
育
園

　
内
☎
29
―
２
１
０
４
）
、
市
子
育

　
て
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
１
９
）

※
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
各
総
合

　
支
所
ま
た
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
公
営
住
宅

　
本
荘
地
域
　
１
戸
（
梵
天
）

　
岩
城
地
域
　
１
戸
（
愛
宕
）

　
由
利
地
域
　
２
戸
（
滝
沢
舘
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
岩
城
地
域
　
１
戸
（
田
町
）

▽
公
共
住
宅

　
鳥
海
地
域
　
１
戸
（
笹
子
）

▽
公
共
住
宅
（
若
者
住
宅
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸
（
吉
野
）

▽
申
込
期
限
　
２
月
25
日（
水
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

　
都
市
計
画
課（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

　
４
月
16
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

「
市
長
選
挙
」
お
よ
び
同
時
に
執
行

す
る「
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
」の
立

候
補
届
出
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

次
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代

理
人
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
２
月
20
日（
金
）

　
市
長
選
挙
／
午
前
10
時

　
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
／
午
後
１

　
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
「
正
庁
」

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委

　
員
会
事
務
局（
☎
24
―
６
３
９
０
）

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
お
よ

び
各
教
育
学
習
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、必
要
書
類
と

と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
　
大
学
・
短
大
・
高
等
専
門

　
学
校
・
専
修
学
校
・
高
校
の
学
生

▽
貸
与
月
額
　
高
校
生
２
万
円
以

　
内
、
大
学
生
ほ
か
５
万
円
以
内

※
選
考
委
員
会
に
お
い
て
採
用
の
可

　
否
を
決
定
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間
　
３
月
10
日（
火
）〜
31
日（
火
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
24

　
―
６
２
８
９
）
、
各
教
育
学
習
課

　
固
定
資
産
税
第
４
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
８
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）は
３
月
２
日（
月
）で
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は

市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付
の
方

は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
高
齢
者
を
、
在
宅
で
継
続
し
て

６
カ
月
以
上
介
護
し
て
い
る
家
族
の

方
に
、
介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護
状

　
態
区
分
が
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
方

②
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護
状

　
態
区
分
が
要
介
護
３
の
う
ち
、
認

　
知
症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら
れ

　
る
方

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
は
受
け

　
て
い
な
い
が
、
①
・
②
に
相
当
す

　
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▽
申
請
期
間
　
２
月
16
日（
月
）〜
３

　
月
13
日（
金
）

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
長
寿

　
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
２
２
）
ま

　
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
各
総
合

　
支
所
福
祉
保
健
課

　
１
月
１
日
付
け
で
次
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
（
岩
城
地
域
）

　
菊
地
喜
世
子
さ
ん
（
新
任
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き
・
と
こ
ろ

【
乙
種
第
４
類
】
２
月
24
日（
火
）、

　
25
日（
水
）（
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
／
３
月
５
日（
木
）、
６
日（
金
）

　（
秋
田
市
文
化
会
館
）

【
丙
種
】
３
月
８
日（
日
）県
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
分
館
ジ
ョ
イ
ナ
ス

　（
秋
田
市
）

▽
受
付
期
間
　
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

▽
試
験
日
　
５
月
頃
の
予
定

▽
申
込
書
配
布
　
市
消
防
本
部
予
防

　
課（
☎
22
―
４
２
８
２
）、
本
荘
消

　
防
署（
☎
22
―
０
０
１
１
）、
矢
島

　
消
防
署（
☎
55
―
２
１
１
１
）お
よ

　
び
各
分
署

▽
と
き
　
２
月
26
日（
木
）午
後
１
時

　
30
分
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
３

　
階
学
習
ホ
ー
ル
（
市
役
所
隣
り
）

▽
テ
ー
マ
　
「
よ
り
よ
い
生
活
を
求

　
め
て
」

▽
内
容
　
講
演
「
独
立
す
る
べ
〜
秋

　
田
の
自
立
を
考
え
る
」
（
講
師:

　
秋
田
魁
新
報
社
報
道
本
部
長
　
船

　
木
保
美
さ
ん
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
交
通
防
災
課（
☎
24
―
６
２
５
１
）

①
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
）
初
級

▽
実
施
日
　
３
月
16
日（
月
）

②
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
）
中
級

▽
実
施
日
　
３
月
17
日（
火
）

③
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
）
初
級

▽
実
施
日
　
３
月
30
日（
月
）

④
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
）
中
級

▽
実
施
日
　
３
月
31
日（
火
）

⑤
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
特
別
教
育

▽
実
施
日
　
３
月
11
日（
水
）〜
12
日（
木
）

⑥
小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・

　
掘
削
用
）
特
別
教
育

▽
実
施
日
　
３
月
18
日（
水
）〜
19
日（
木
）

⑦
高
所
作
業
車
特
別
教
育

▽
実
施
日
　
３
月
23
日（
月
）〜
24
日（
火
）

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
　
①
〜
④
／
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
４
時
30
分
、
⑤
〜
⑦
／
午

　
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
受
講
資
格
…
市
内
在
住
者
で
雇
用

　
保
険
の
受
給
資
格
の
な
い
離
職
者

　
で
あ
る
こ
と（
就
職
希
望
者
に
限
る
）

▽
申
込
期
限
　
２
月
27
日（
金
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

　
ー
（
☎
23
―
５
５
０
２
）

※
受
講
日
数
に
応
じ
て
手
当
て
を
支

　
給
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
緊
急
地
域
消
費
拡
大
事
業
と
し
て

市
内
共
通
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

▽
発
行
日
　
３
月
１
日（
日
）か
ら

▽
価
格
　
１
セ
ッ
ト
１
万
円
（
額
面

　
千
円
×
11
枚
綴
）

▽
販
売
所
　
市
商
工
会

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
振
興
課

　
（
☎
24
―
６
３
７
２
）

※
取
扱
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

　
し
く
は
市
商
工
会
（
☎
23
―
８
６

　
８
６
）

▽
と
き
　
３
月
３
日（
火
）午
後
１
時

　
〜
３
時
30
分
（
申
し
込
み
不
要
）

▽
と
こ
ろ
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

　
パ
ス
（
共
通
施
設
棟
２
階
Ｋ
205
）

▽
内
容
　
午
後
１
時
〜
／
施
設
特
別

　
公
開
「
創
造
工
房
―
学
生
自
主
研

　
究
の
拠
点
」
、
午
後
２
時
〜
／
最

　
終
講
義
・
熊
沢
鉄
雄
教
授
「
信
頼

　
性
も
の
つ
く
り
と
研
究
―
機
械
工

　
学
分
野
の
技
術
・
研
究
の
話
」

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
大
学
機
械

　
知
能
シ
ス
テ
ム
学
科
・
須
藤
教
授

　（
☎
27
―
２
１
１
１
）

　税制改正により平成21年10月支給の老齢基礎年金など（老
齢又は退職を支給事由とする年金）から住民税の特別徴収（以
下、天引き）が始まります。納税の便宜（納税に出向く必要
がない・納め忘れがないなど）や徴収の効率化を図るために
実施されます。
  天引きの対象となる方
　４月１日に年金を受給している65歳以上の方。ただし、以
下に該当する方は対象になりません。
①老齢基礎年金などの年額が18万円未満の方
②介護保険料が年金から引かれていない方
③天引きの対象となる個人住民税額と他の天引きされる額
　（所得税、介護保険料、国民健康保険税、後期高齢者医療
　保険料）の合計額が老齢基礎年金などの年額を超える方 
  天引きされる住民税
　公的年金の所得に対する所得割額と均等割額が天引きにな
ります。公的年金以外の所得についてはこれまでどおり、納
付書又は口座振替での納付になります。給与所得がある場合
は給与から天引きされる場合があります。
※徴収の方法は変更になりますが、納めていただく年税額は
　変わりません。
  納付方法
　詳しい納付方法については６月に発送する住民税の納税通
知書の中でお知らせいたします。（現在、口座振替での納付
の選択は認められないこととなっています）
  ●Ａ方式（天引き初年度：平成21年度）

※平成21年度は年金から天引きが始まる初年度になりますの
　で、対象者は全員Ａ方式の納付方式になります。
  ●Ｂ方式（年金天引き２年目以降：平成22年度以降）

※平成21年度に年金からの住民税天引きが行われた方がＢ方
　式の納付方式になります。
※平成22年４月１日で65歳の年金受給者はＡ方式（年金特徴
　初年度）の納付方式になります。

徴　収
区　分

月　額
納付額

徴　収
区　分
支給月 ４月

1� 3̂

2,000円 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円

1� 3̂ 1� 3̂ 1� 3̂ 1� 3̂ 1� 3̂

６月 ８月 10月 12月 ２月

税　額

月　別
納付額

支給月

例：年税額12,000円で所得が年金のみの場合

例：年税額12,000円で所得が年金のみの場合

支給月

６月 ８月 10月 12月 2月

普通徴収
（納付書または口座振替）

年税額
の1� 4̂

3,000円 3,000円 2,000円 2,000円 2,000円

年税額
の1� 4̂

年税額
の1／6

年税額
の1／6

年税額
の1／6

特別徴収
（年金からの天引き）

特別徴収（年金からの天引き）
仮　徴　収 本　徴　収

前年の10月からその翌年の
２月までに徴収した額の

本年度の年税額から仮徴収
した額を控除した額の

　問い合わせ先　市税務課（☎24－6302）▽



本荘地域本荘地域  本荘地域  

▽
 

▽
 

師
か
ら
学
ぶ
人
間
力 

―
想
い
を
の
せ
た
言
葉
の
力 

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
２
年 

　
　
　
菅
　
原
　
功
　
子 

学
生
に
よ
る
大
学
レ
ポ
ー
ト 

▽
 

西目地域西目地域  西目地域  

医療機関 受診期間 料　　金 
由利組合 
総合病院 

本　　荘 
第一病院 

佐藤病院 

県総合保 
健事業団 

７月上旬 
　　～２月 

５月～２月 
※日曜日も可 

６月～２月 

６月～２月 

男女とも 
23,000円 

男女とも 
39,100円 

　
「
大
学
で
学
ぶ
こ
と
」
と
い
え
ば
、
社

会
で
役
立
つ
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る

こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
大
学
の
先
生
か
ら

そ
の
姿
勢
や
発
想
、
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
学
生
に
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る

県
立
大
学
の
教
員
陣
。
今
回
は
そ
の
一
人
、

建
築
材
料
学
が
専
門
の
山
田
寛
次
教
授
（
建

築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
山
田
教
授
は
講
義
の
時
に
、
無
機
質
に

見
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
を
人
間
に

た
と
え
て
話
し
、
温
か
く
身
近
な
存
在

に
感
じ
さ
せ
て
く
だ
さ
る
先
生
で
す
。 

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
圧
縮
に
強
く
て

硬
い
反
面
、
廃
棄
す
る
時
に
壊
す
の
が

大
変
。
人
間
の
性
格
と
同
じ
で
長
所
と

短
所
は
表
裏
一
体
」
、「
セ
メ
ン
ト
に
は

い
く
つ
か
の
成
分
が
あ
り
、
強
さ
が
出

る
時
期
は
異
な
る
。
優
等
生
や
大
器
晩

成
型
、
や
せ
馬
の
先
走
り
型
と
い
う
の

も
あ
る
」
な
ど
、
人
間
味
あ
る
山
田
節

が
展
開
さ
れ
ま
す
。 

　
山
田
教
授
は
説
得
力
の
あ
る
話
を
題

材
に
選
ぶ
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
の

こ
と
。
そ
れ
に
は
、
建
築
材
料
学
か
ら

刺
激
を
受
け
て
建
築
技
術
者
に
な
る
た

め
の
成
長
を
促
し
た
い
の
と
同
時
に
、

学
生
に
も
っ
と
生
身
の
人
間
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
想
い
が
あ
る

の
だ
と
い
い
ま
す
。 

　
「
言
葉
が
力
を
持
つ
の
は
、
信
念
や

自
信
や
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
る
時
」、「
最

も
身
近
で
永
遠
の
興
味
は
　
人
間
　
」
、

こ
の
言
葉
か
ら
も
私
は
山
田
教
授
の
姿

勢
や
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
山
田
教
授
は
、
繊
維
を
混
ぜ
る
こ
と

で
ひ
び
割
れ
し
に
く
い
　
タ
フ
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
　
を
造
る
研
究
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
福
井
県
出
身
で
大
手
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
に
二
十
九
年
間
勤
務
。
そ
の
間
、

鋼
構
造
物
の
企
画
、
海
外
で
の
製
鉄
所

の
設
計
監
理
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
商
品

開
発
・
共
同
研
究
な
ど
の
仕
事
を
経
験

さ
れ
、
そ
の
経
歴
を
活
か
す
べ
く
県
立

大
学
教
員
の
職
に
つ
き
ま
し
た
。 

　
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
専
門
や
出
身
地
、

経
歴
も
さ
ま
ざ
ま
な
約
百
人
の
教
員
が

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
交
流
の
機

会
に
は
、
県
立
大
学
教
員
の
人
柄
や
想

い
に
も
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

粘り強いコンクリートを研究する山田教授 

山田教授とレポーターの菅原さん 

〝

〝

〟

〟

　
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
で 

は
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
よ
り
一
層
支 

援
す
る
た
め
、
随
時
対
応
し
て
い
る
技
術 

相
談
に
加
え
「
技
術
相
談
日
」
を
設
け
ま 

し
た
。
相
談
は
無
料
で
申
し
込
み
も
不
要
。 

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

▽
日
時
　
①
２
月
16
日
（
月
）
②
３
月
10 

　
日
（
火
）
と
も
に
午
前
10
時
〜
正
午 

▽
場
所
　
本
荘
由
利
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー 

▽
相
談
担
当
　
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部 

　
学
部
長
、
各
学
科
の
准
教
授
　
計
５
人 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ 

　
ン
パ
ス
　
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
木
村
、 

　
地
域
連
携
・
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
高
桑 

　
（
☎
27
―
２
０
０
０
（
代
表
）
） 

技
術
的
な
問
題
解
決
に
協
力
し
ま
す
！ 

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
の「
技
術
相
談
」 

（備考）①前立腺がん②子宮がん③乳が
　ん検診はオプションとなり、別途料金
　がかかります。②、③の自己負担額は
　市の集団検診と同程度になる予定です。
　また、２年に１回の受診間隔で偶数年
　齢の方が対象となります。 

※詳細は受付時にご確認ください 

矢島地域矢島地域  矢島地域  

桃野畑地は「構造改革特区」 
一般企業の参入が可能です！ 

お
も 

い 

雄大な鳥海山に抱かれる「桃野畑地」 



＜１月16日～31日受け付け分＞

■子育てサロン「なかまっ子」参加者
　募集
　とき…２月28日（土）午前10時～正午
　ところ…鶴舞会館３階講堂
　内容…ひなまつり　　参加費…無料
　対象…親と子、祖父母と孫などのほか、
　どなたでも
　申し込み・お問い合わせ…２月23日
（月）まで、由利本荘市社会福祉協議会
　本荘支所（☎24－3634） 
■「たんぽぽとそよ風の会」会員募集
　毎月１回日曜日に集まり、みんなで楽
しみながら痛みやコリを解消する運動療
法のエクササイズを行います。
　とき…第４日曜日（調整可）午前10時
　～正午　※２月は22日（日）
　ところ…梵天コミュニティセンター
　持ち物…バスタオル、動きやすい服装 
　会費…2,625円（テキスト代含む）
　対象…年齢は問いません。どなたでも。
　お問い合わせ…佐藤さん（☎22－8012）

■ママたちでつくる育児サークル 
　「親子リズム」
　とき…毎週木曜日　午前10時～11時30分
　ところ…東梵天コミュニティセンター
　（３月まで）
　内容…リズム体操、手遊び、絵本、マ
　マ達の交流
　持ち物…タオル、飲み物、お皿
　対象…０歳から就園前の子どもと保護者
※月会費1,000円ですが、体験は無料
　です。
　お問い合わせ…近藤さん（☎24－2767）
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　藤田さたさん（明治42
年１月27日生まれ・表尾崎
町）に、市から賀詞と長寿
祝金が贈呈されました。
　これからもお元気でお過
ごしください。

■新山小学校「第７回松
　ぼっくりコンサート」
　小学生ならではの元気
のいい演奏と合唱をぜひ
お聴きください。（入場
無料）
　とき…２月22日（日）
　午後１時開場、午後１
　時30分開演
　ところ…本荘文化会館
　内容…吹奏楽部の演奏
　と合唱部の合唱
　お問い合わせ…新山小
　学校吹奏楽部顧問　運
　藤先生（☎22－1420、
　FAX 24－2260）

△
△
△

△

菊　地　愛　梨ちゃん（輝和さん）小人町

佐　藤　琉　依ちゃん（克善さん）石脇

齊　藤　來　依ちゃん（喬介さん）石脇

田　中　　　遼ちゃん（龍一さん）二十六木

木　島　愛　心ちゃん（和之さん）鳥田目

佐　藤　玄　翔ちゃん（隆太さん）石脇

鍋　谷　　　駿ちゃん（由文さん）鶴沼

尾留川　駿　輝ちゃん（琢磨さん）本田仲町

佐　藤　　　拓ちゃん（ 洋 さん）石脇

阿　部　琴　羽ちゃん（重政さん）二番堰

藤　井　万　尋ちゃん（信孝さん）中梵天

小　松　侑　奈ちゃん（善弘さん）大鍬町

佐　藤　　　航ちゃん（ 徹 さん）浜ノ町 

斉　藤　来　瞳ちゃん（和弘さん）石脇

藤　田　愛　琉ちゃん（幸樹さん）西梵天

佐　藤　虹　太ちゃん（友哉さん）薬師堂

石　川　結　音ちゃん（ 耕 さん）古雪町

柳　原　唯　人ちゃん（広樹さん）本田仲町

相　馬　愛　友ちゃん（正　さん）大鍬町

佐　藤　萌　衣ちゃん（恵介さん）矢島町城内

小　沼　　　零ちゃん（大悟さん）矢島町坂之下

鈴　木　　　蓮ちゃん（ 匠 さん）矢島町城内

山　口　葵　生ちゃん（美洋さん）岩城二古

岡　見　星　祈ちゃん（英雄さん）岩城二古

田　口　泰　誠ちゃん（真沙登さん）岩城亀田愛宕町

菊　地　なごみちゃん（ 誠 さん）岩野目沢

伊　藤　　　釉ちゃん（ 仁 さん）岩谷町

鈴　木　美　優ちゃん（伸也さん）大内三川

鈴　木　翔　太ちゃん（ 紘 さん）西目町沼田

加　藤　優　歌ちゃん（ 勉 さん）西目町西目
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おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます
＜１月16日～31日受け付け分＞

■社交ダンス無料講習会
　とき…２月2 4日（火）、３月３日
（火）・10日（火）午後７時～８時30分
　※３回あります
　ところ…大内公民館保健指導室
　種目…ジルバ、スクエア、ルンバ
　持ち物…ズック、靴
　主催…大内社交ダンス同好会
　お問い合わせ…鎌田さん（☎23－3130）
■ダンスパーティー
　とき…３月１日（日）午後１時30分～
　４時
　ところ…アクアパル　　会費…1,000円
　主催…本荘社交ダンスサークル
　お問い合わせ…鎌田さん（☎23－3130）

■本荘落語寄席～落語＋マジックの
　120分！笑いは健康の良薬！落語で
　笑って健康増進
　とき…３月８日（日）午後１時30分開
　場、午後２時開演
　ところ…アクアパル
　出演…三遊亭楽春（落語家）／ダーク
　広春（マジシャン）
　内容…古典落語・健康落語／マジック
　ショー
　チケット…前売り1,000円、当日1,200円
　申し込み…由利本荘市商工会、アクア
　パル、チケット取り扱い表示のあるお店
　問い合わせ…由利本荘市商工会本所
　　　　　　　　　　　　（☎23－8686）

佐藤林儀氏（旧鳥海町功労者・鳥海町久保）
は１月17日永眠されました。同氏は昭和47年
から通算21年７カ月にわたり鳥海村（町）議
会議員を務められ、地方自治の発展・向上に
尽力されました。また、鳥海町商工会長や社
会福祉協議会監事として商工業の発展と社会
福祉の向上に寄与されました。平成８年旧鳥
海町自治功労者顕彰。79歳。 
川尻幾郎氏（旧東由利町功労者・東由利黒
渕）は１月22日永眠されました。同氏は昭和
39年から連続６期24年間、東由利村（町）議
会議員として地方自治の発展に尽力されまし
た。また、商工会の設立・運営や、防犯協会
長、事業主協議会長として、治安福祉活動な
どに貢献されました。平成元年旧東由利町自
治功労者顕彰。85歳。
木谷豊四氏（市文化財保護審議会委員・表
尾崎町）は１月25日永眠されました。同氏は
昭和26年下川大内中学校に着任以来39年間、
本荘由利地域の学校教育の向上に大きく貢献
されました。また、平成元年に本荘北中学校
長に就任され、退職後はアクアパル学芸員、
市文化財保護審議会委員を務められました。
平成９年文部大臣中学校教育功労表彰。75歳。

江　幡　直　也さん（85歳）中町
本　間　ツネヨさん（88歳）川口
伊　藤　ヒ　デさん（91歳）石脇
植　村　　　博さん（76歳）川口
　　野　博　子さん（62歳）大鍬町
佐々木　キクヱさん（99歳）土谷
村　上　雄　夫さん（78歳）本田仲町
阿　部　　　勇さん（93歳）西梵天
梶　原　　　勝さん（81歳）東梵天
佐々木　ス　ヱさん（93歳）石脇
鎌　田　豊　治さん（97歳）中竪町
正　木　ヱ　イさん（82歳）矢島町立石
佐　藤　秀　一さん（73歳）矢島町七日町
佐　藤　ソ　ノさん（85歳）岩城内道川
三　浦　悦　朗さん（73歳）岩城上蛇田
長谷部　チカ子さん（55歳）岩城亀田大町
熊　谷　　　絢さん（82歳）西沢
佐　藤　市太郎さん（78歳）新上条
小　濱　與三郎さん（97歳）曲沢
遠　藤　君　代さん（73歳）徳沢
小　野　　　晃さん（82歳）松本
工　藤　ア　イさん（83歳）東由利老方
　　　　一　男さん（74歳）東由利黒渕
佐々木　　　賢さん（83歳）東由利宿
佐々木　竹　男さん（73歳）西目町海士剥
鷹　島　　　猛さん（82歳）西目町出戸
板　谷　　　昭さん（73歳）西目町沼田
佐　藤　文　也さん（85歳）鳥海町下川内
佐　藤　ノ　フさん（87歳）鳥海町下直根
佐　藤　ケイ子さん（80歳）鳥海町栗沢
　　橋　ミサヨさん（79歳）鳥海町下直根
佐　藤　峯　雄さん（76歳）鳥海町上川内
豊　島　久　一さん（67歳）鳥海町上川内

高　橋　紀　子さん（50歳）二番堰
鎌　田　絹　子さん（77歳）水林
渡　邊　チヨヱさん（93歳）船岡
井　島　タケヨさん（93歳）滝ノ沢
八　島　ミ　ヨさん（76歳）石脇 
小　松　忠次郎さん（83歳）烏川 
　　橋　ハ　ナさん（83歳）石脇

　西目高校（貴俵文男校
長）と県由利地域振興局森
づくり推進課が連携して
取り組んでいる「西目高校
木育スクール」の一環とし
て１月29日、西目小学校
に木製プランター20個が
贈呈されました。
〝高校生から発信する木
づかい運動〟をねらいと
して昨年８月から同高の
土木系列、農業科学系列
の３年生7人を対象に活動
を行ってきた木育スクー
ル。生徒たちは、間伐生産
から加工までの学習や文
化祭イベント「親子木育講座」
など多岐にわたる活動を
行ってきました。

　秋田杉の間伐材を利用
して製作されたプランタ
ーには同高の生徒たちが
育てたガーベラが添えら
れており、児童を代表して
佐々木拓哉くん（６年・西
目町海士剥）が「ありがと
うございました。大事に
使っていきます」とお礼の言
葉を述べ、三浦律子校長は
「木のぬくもりのある新
校舎にふさわしい素敵な
プレゼントをいただきう
れしい限りです。春にな
ったら花を植えて子ども
たちとともに大切に育て
ていきたい」と話していま
した。

高校生の〝木づかい運動〟�
西目高校生が木製プラン 
ターを贈呈
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　スキー場営業終了を迎え、スキー場を利用された方へ感謝をこめて開催します。
　会場…鳥海オコジョランドスキー場
　内容…スノーモービル体験、雪上車体験、オコジョランド雪上ゲーム、雪中お宝さがし、着ぐるみ動物隊など
　お問い合わせ…鳥海総合支所産業課　商工観光班（☎57－2205）



本荘ふるさと会 総会  
会員数　652人　池田哲三会長（東京都国分寺市） 
総会　平成20年11月30日（八重洲富士屋ホテル） 
　20回目の記念総会には会員106人が参加しました。総
会では事業報告・決算報告などを原案どおり承認。懇親
交流パーティーでは久しぶりの再会に喜び合い、「ふる
さと本荘」の思い出話に花を咲かせました。恒例の「お
楽しみ抽選会」では本荘物産協会から贈呈された多数の
賞品のほかに、会員が描いた絵画や手作りのアクセサリ
ーなどの出品もあり、例年以上に盛り上がりました。  
入会申込窓口　事務局(市役所企画調整課内) 

☎０１８４－２４－６２３５ 
 

在京矢島会 新年懇親会 
会員数　800人　牧　達雄会長（神奈川県横浜市） 
総会　平成21年１月25日（アルカディア市ケ谷） 
　今年の新年懇親会には会員158人が参加。かつて矢島
を統治した生駒家の現当主である生駒道敬氏が初めて出
席され、菩提寺・龍源寺の土屋住職、会員との親交を深
めました。また、会員の関係する会社などが矢島中の修
学旅行の自主研修先となっており、今野瀧子校長があい
さつを兼ねて出席しました。宴が進むにつれ、懐かしい
友人との再会を喜び、絆を確かめ合いました。 
入会申込窓口　　　  佐藤和義・事務局長 

☎０３－３６３４－１６６９ 

東京東由利会 総会 
会員数　107人　小松昌介会長（神奈川県川崎市） 
総会　平成20年５月18日（北区赤羽会館） 
　総会には会員など75人が参加。事業報告や決算など
を承認した後、アトラクションプログラムとして、津軽
三味線＆民謡ショー親子競演が行われました。貢正流準
総師範の三山明桃さんによる津軽じょんから節や本荘追
分など、故郷の山や川への郷愁を誘う唄を聴きながら、
旧交を温め、楽しい時間を過ごしました。 
入会申込窓口　石渡敏司さん 

☎０３－３９３７－５２６６ 

関東地区西目会 総会  
会員数　514人　齋藤鋭喜会長（神奈川県相模原市） 
総会　平成20年11月23日（ホテルグランドパレス） 
　総会には会員など76人が参加。物産販売「はまなす
フェア」が開催され、特産のりんごなど、ふるさとの
味を大勢の人が買い求めました。齋藤会長のあいさつ
に続き、来賓から西目小学校の新校舎建設などの近況
報告がありました。ふるさと抽選会では、西目地域の
各事業所からご提供いただいた景品が大当たり。最後
は全員で西目村歌を歌い、万歳三唱で締めました。 
入会申込窓口　齋藤会長☎０４６－２５６ー１８３４ 

電子メールはnishimekai@aol.com

由利中学校同窓会東京支部 総会 
会員数　約900人　佐藤俊雄会長（神奈川県伊勢原市） 
総会　平成20年11月22日（ホテルラングウッド） 
　創立40周年の記念総会には会員110人と市民30人が参加。
「がんばれ秋田の由利中」の横断幕のもと、佐藤和広校長
や同校の先生方11人が学校活動や生徒からのメッセージな
どをスライドで紹介し、旧３小学校跡地利用の状況写真の
パネル展示などもあり、参加者を楽しませました。懇親会
では支部会員の踊りなどを観賞しながら、和やかなひとと
きを過ごしました。 
入会申込窓口　加藤美和子さん 

☎０３－３６７３－８７２４ 

ふるさと鳥海の会 総会  
会員数　320人　菊地昭夫会長（神奈川県座間市） 
総会　平成20年11月９日（アルカディア市ケ谷） 
　今年の総会には会員120人が参加。記念事業の一環と
して『秋田わか杉国体バイアスロン競技会開催の地 記念
碑』をホテルフォレスタ鳥海の玄関前に建立したことを
報告。アトラクションでは本海番楽（平根講中）の舞や
千歳流公信会による踊りも披露され、ステージに飾られ
た“鳥海りんどう”、映画『釣りキチ三平』撮影風景の
パネル展示も目を引いていました。 
入会申込窓口　事務局（鳥海総合支所振興課内） 

☎０１８４－５７－２２０１ 

東京地区大内会 総会  
会員数　1,008人　阿部　覺会長（埼玉県東松山市） 
総会　平成20年10月５日（ホテルラングウッド）
　総会には会員など92人が参加しました。席上、恒例の
大内会会報第３号が発行され、来年度が「45周年記念総会」
となり、10月３日に開催することが報告されました。こ
れに合わせ会報の記念号発行と、記念事業の提案を広く
募集していることなどが説明されました。懇親会では「の
ど自慢大会」が行われ、大内「ひまわり会」による物産
品販売も人気を博していました。 
入会申込窓口　阿部会長 

☎０４９３－２４－２６１８ 

ふるさと岩城会 総会  
会員数　362人　岩城祐子会長（東京都練馬区）  
総会　平成20年５月18日（アルカディア市ケ谷） 
　会員89人と市民10人が参加した総会では、一昨年行
われた国体の模様やふるさとの近況がスライドで紹介さ
れました。恒例の物産販売やゲームなどが行われ、特に
ビンゴゲームでは賞品としてふるさとの特産品が当たる
などの企画もあり、会場はふるさとの香りに包まれまし
た。また、今回は岩城姓の方がルーツを探りたいと飛び
入りで参加されるなど、新しい交流の輪も広がりました。 
入会申込窓口　大内竹雄副会長 

☎０３－３７２６ー３１２５ 
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